
まちづくり・市民の活躍

乗
車
体
験
会
の
様
子

左
か
ら
、
中
川
さ
ん
、
松
本
さ
ん
、

井
出
市
長
、
南
さ
ん
、
北
川
さ
ん

株
式
会
社
髙
木
組
代
表
取
締
役
の

平
田
美
実
さ
ん
（
右
）

長
年
の
ご
協
力
に
感
謝　

統
計
調
査
員
５
名
が
表
彰

能
美
市
優
良
建
設
工
事
表
彰

被
災
地
支
援
派
遣
職
員
が
帰
任
を
報
告

の
み
バ
ス
の
乗
車
体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
度
統
計
功
績
者

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
報
告
な

ら
び
に
令
和
元
年
度
石
川
県

統
計
功
労
者
石
川
県
知
事
表

彰
の
伝
達
と
受
賞
報
告
が
12

月
12
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

総
務
大
臣
表
彰
は
、
平
成

11
年
か
ら
多
数
の
調
査
に
従

事
さ
れ
て
い
る
松
本
英
子
さ

ん
（
末
寺
町
）
が
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
石
川
県
知
事

表
彰
は
中
川
徹
哉
さ
ん
（
福

11
月
に
3
町
会
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
を
対
象
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
の
み
バ
ス
」

の
乗
車
体
験
会
を
開
催
し
、

令
和
元
年
5
月
か
ら
運
行
し

て
い
る
新
車
両
の
乗
り
心
地

を
体
験
し
た
り
、
バ
ス
の
乗

降
の
仕
方
を
学
ん
だ
り
し
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
能
美
警
察
署

職
員
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
、
近
年
の
高

11
月
27
日
、
令
和
元
年

度
能
美
市
優
良
建
設
工
事

表
彰
式
が
市
役
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
末
寺
山
古

墳
群
法
面
保
護
工
事
（
２

工
区
）」
を
仕
上
げ
た
株
式

会
社
髙
木
組
が
受
賞
し
ま

し
た
。
同
工
事
は
、
高
低

差
10
メ
ー
ト
ル
以
上
か
つ

傾
斜
度
45
度
と
極
め
て
現

場
条
件
が
厳
し
い
中
、
創

意
工
夫
に
よ
り
、
安
全
性

の
確
保
に
注
力
し
な
が
ら

　

台
風
19
号
で
被
害
を
受

け
た
長
野
県
小
布
施
町
へ

派
遣
し
て
い
た
職
員
が
帰

任
し
、
11
月
15
日
、
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
か
ら
支
援
に
向
か
っ

た
の
は
美
化
セ
ン
タ
ー
の

技
能
主
任
と
技
能
士
の
２

名
で
す
。
派
遣
期
間
は
10

岡
町
）、
萩
原
三
惠
子
さ
ん
、

（
福
島
町
）
北
川
英
男
さ
ん

（
小
長
野
町
）、
南
裕
子
さ
ん

（
岩
本
町
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
は
、
豊
富
な
経
験
に

基
づ
く
、
迅
速
で
正
確
な

調
査
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
５
名
の
方
々
に
は
各
種

統
計
調
査
に
長
年
に
わ
た
り

従
事
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事

故
や
、
免
許
返
納
へ
の
考

え
方
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
反
射
神
経
や

空
間
認
識
能
力
を
確
か
め

ま
し
た
。

　
「
の
み
バ
ス
」
の
乗
車
体

験
に
つ
い
て
は
、地
域
振
興

課（
☎
５
８
‐
２
２
１
２
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
、工
程
を
短
縮
し
た
ほ
か
、

周
辺
家
屋
へ
の
環
境
配
慮
に

努
め
た
点
や
品
質
や
現
場
の

管
理
が
優
れ
て
い
た
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

月
29
日
か
ら
11
月
２
日
ま

で
の
５
日
間
で
、
災
害
廃

棄
物
の
仮
置
場
で
の
分
別

や
処
理
業
務
を
行
い
ま
し

た
。
報
告
会
で
は
、
仮
置

場
の
選
定
や
作
業
人
員
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
と
派

遣
職
員
が
気
づ
き
を
報
告

し
ま
し
た
。

前
田
さ
ん
の
発
表
の
様
子
。
審
査

は
発
表
内
容
や
発
表
態
度
な
ど
に

よ
り
選
考
さ
れ
、
最
優
秀
賞
１
名
、

優
秀
賞
３
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

喜
び
を
報
告
し
た
前
澤
医
師
（
左
）

選
挙
関
係
功
労
者
表
彰

総
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

能
美
市
立
病
院
医
師
の
前
澤
さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

空
手
道
眞
琉
曾
全
国
大
会
で
活
躍

石
川
県
消
防
団
活
動
発
表
会
で
前
田
陽
平
さ
ん
が
優
秀
賞

　

能
美
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
委
員
の
松
岡
勝
司
さ

ん
（
牛
島
町
）、
伊
野
征
之

さ
ん
（
寺
井
町
）、
後
藤
他

栄
子
さ
ん
（
末
信
町
）、
南

一
美
さ
ん
（
下
開
発
町
）、

秋
山
千
惠
子
さ
ん
（
大
長
野

町
）
が
総
務
大
臣
感
謝
状
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
令
和
元
年
が
選

挙
制
度
１
３
０
周
年
の
記
念

12
月
１
日
、
中
能
登
町
で

第
17
回
石
川
県
消
防
団
活
動

発
表
会
が
行
わ
れ
、
県
下
各

消
防
団
・
連
合
会
代
表
12

名
が
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
て

い
る
消
防
団
の
課
題
な
ど

を
約
５
分
間
に
わ
た
り
発

表
し
ま
し
た
。

　

能
美
市
か
ら
は
寺
井
分
団

の
前
田
陽
平
さ
ん
が
出
場

し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

　

国
民
健
康
保
険
能
美
市

立
病
院
前
院
長
の
前
澤
欣

充
さ
ん
（
小
松
市
）
が
令

和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
澤
さ
ん
は
能
美
市
立

病
院
院
長
を
12
年
間
勤
め

る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り

国
民
健
康
保
険
事
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
15
日
東
京
都
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
参
加
し
、

11
月
13
日
市
役
所
を
訪
れ
、

井
出
市
長
に
表
彰
を
報
告

し
、
医
師
と
し
て
歩
ん
だ

10
月
13
日
に
、
横
浜
文

化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

国
際
親
善
第
11
回
全
日
本

空
手
道
選
手
権
大
会
で
、

能
美
市
出
身
の
２
名
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

多
年
に
わ
た
り
民
主
政
治
の

確
立
に
尽
く
し
、
選
挙
啓
発

運
動
に
お
い
て
顕
著
な
功
績

を
あ
げ
ら
れ
た
方
々
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
５
名
は
、協
議

会
委
員
を
13
年
以
上
務
め
、

選
挙
が
公
明
か
つ
適
正
に
行

わ
れ
る
よ
う
選
挙
の
啓
発
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
。
前
田
さ
ん
は
団
員
不
足

や
団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
状
を
受
け
、「
未
来

の
消
防
団
の
た
め
に
！
」
と

題
し
、
若
者
の
人
口
減
少
が

進
ん
で
い
く
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
消
防
団
の
こ
と
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
な
の
で
は
な
い
か
と
力
強

く
主
張
し
ま
し
た
。

長
年
の
数
々
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
し

た
。
前
澤
さ
ん
は
、
現
在

も
外
科
医
師
と
し
て
能
美

市
立
病
院
で
勤
務
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
横
山
達
也
さ
ん
（
根
上
中

学
校
3
年
生
）
…
組
手
（
中

三
男
子
）
の
部
で
準
優
勝

■
河
崎
海
翔
さ
ん
（
浜
小
学

校
６
年
生
）
…
組
手
（
小
六

男
子
）
の
部
で
三
位

前
列
左
か
ら
、
後
藤
さ
ん
、
南
さ
ん
、

秋
山
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
、
松
岡
さ

ん
、
井
出
市
長
、
伊
野
さ
ん
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社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

ボ
ラ
ン
テ

ア
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

澁
谷
工
業
株
式
会
社
が
能
美
市
に
進
出

Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
能
美
事
業
所

生
産
ラ
イ
ン
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

根
上
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
が
社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
11
月
28
日
に
市

役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
井
出
市
長

か
ら
根
上
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
を
代
表
し
て
長
田
壽
博
さ
ん
に
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
要
援
護
者
の
見
守
り

や
訪
問
活
動
の
ほ
か
、
１
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
誕
生
日
祝
い
や
新
生
児
誕
生
祝

い
の
訪
問
、
児
童
の
登
下
校
時
の
あ
い

さ
つ
運
動
や
見
守
り
な
ど
、
幅
広
く
地

域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を
し
て

い
る
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｊ
Ａ
根
上
女
性

部
」
が
ボ
ラ
ン
テ

ア
功
労
者
に
対
す

る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
、
11
月

28
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
ボ
ラ
ン
テ

ア
グ
ル

プ
は
、
平

成
６
年
に
発
足
し
て
以
降
、
介
護
老
人

保
健
施
設
で
の
シ

ツ
交
換
や
病
院
で

の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ア
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
力
等
を
行

て
お
り
、
施
設
利
用

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
持
ち
な
が
ら
、
継

続
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

11
月
25
日
、
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ

能
美
事
業
所
で
「
生
産
ラ
イ

ン
完
成
式
」が
執
り
行
わ
れ
、

関
係
者
が
有
機
Ｅ
Ｌ
デ

ス
プ
レ
イ
に
お
い
て
世
界

初
と
な
る
印
刷
方
式
に
よ

る
量
産
ラ
イ
ン
の
構
築
を

祝
い
ま
し
た
。

　

ボ
ト
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
手
掛
け
る
澁
谷
工

業
株
式
会
社
（
金
沢
市
）
が

福
島
町
の
福
島
産
業
団
地

に
新
工
場
「
能
美
ハ
イ
テ

ク
プ
ラ
ン
ト
（
仮
称
）」
を

建
設
す
る
こ
と
を
表
明
し
、

11
月
29
日
に
用
地
譲
渡
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

飲
料
用
の
ボ
ト
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
需
要
の
増
加

に
伴
い
量
産
体
制
を
整
備

　

石
橋
義
社
長
は
、「
能
美

か
ら
世
界
初
の
技
術
を
広
く

発
信
し
て
い
く
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
令
和
２
年
中
の
量
産
開

始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
に
加
え
、
災
害

リ
ス
ク
を
分
散
す
る
こ
と

も
考
慮
し
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
良
い
福
島
産
業
団
地

へ
の
進
出
を
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

井
出
市
長
は
同
団
地
の

名
称
を
「
福
島
グ
ラ
ン
パ

ク
」
と
名
付
け
、「
能
美

市
の
ラ
ン
ド
マ

ク
と
な

る
よ
う
な
プ
ラ
ン
ト
に
な

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

根
上
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
と
関
係
者
の
皆
さ
ん

左
か
ら
、
井
出
市
長
、
石
橋
義
代
表

取
締
役
社
長
、
谷
本
県
知
事

左
か
ら
、
本
多
宗
隆
常
務
取
締
役
、

澁
谷
弘
利
代
表
取
締
役
社
長
、
井
出

市
長
、
中
西
真
二
取
締
役

井
出
市
長
か
ら
吉
村
小
夜
子

代
表
へ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

まちづくり・市民の活躍

担当地区 氏名
赤井町 村中 一美
西任田町 佐々木 いく子
五間堂町 松上 正
中庄町 西 清人
福岡町南部 宮崎 立子
福岡町北部 原 輝夫
西二口町 星山 勇蔵
中ノ江町 本多 淸人
高坂・根上町 中川 清典
下ノ江町 毎田 雄一
下ノ江町サンタウン地区 多々良 功博
浜開発町 平田 良志乃
大成町北部 森 裕枝
大成町中部 中川 政則
大成町南部 西田 智子
福島町北部 佐々木 久美子
福島町南部 吉田 正美
福島町中部 工 香子
吉原町 寺中 清美
吉原釜屋町 山本 孝治
大浜町東部 鹿島 信也
大浜町中部 朝倉 裕樹
大浜町西部 竹田 賴子
中町北部 小谷 百合子
中町南部 玄田 博子
浜町１～５班・９班 中川 和美
浜町６・７班 田中 知子
道林町 吉田 佳永子
山口町 山崎 静男
主任児童委員 毛利 久美子
主任児童委員 中村 忍
主任児童委員 西 由起子

（敬称略）

問い合わせ
福祉課（℡ 58‐2230、 FAX58‐2294）

民生委員・児童委員とは
民生委員は厚生労働大臣と県知事から委嘱

を受け、行政機関や社会福祉協議会と連絡を
しながら、地域福祉の増進を図る活動をして
います。また児童委員も兼務し、児童に関す
るさまざまな事柄を把握しながら、児童健全
育成の地域活動にも携わっています。
　同委員の中には、主に児童福祉について担
当する主任児童委員がおり、児童福祉関係機
関との連絡調整や地域を担当する民生委員・
児童委員と一体となって、児童福祉を推進す
る活動をしています。

担当地区 氏名
和佐谷町 畑 博
岩本町・灯台笹町 中田 かをる
大口町・旭台 本佐 静子
宮竹町 中村 三朗
三ツ口町・長滝町 髙田 義孝
岩内町・莇生町 小梁 玲子
火釜町 中川 敏治
来丸町・山田町 髙島 哲夫
三ツ屋町 北村 國博
倉重町・出口町 河原 隆
辰口町 元山 成雄
湯屋町・上徳山町・下徳山町 池田 芳
上開発町・下開発町 北 眞由美
荒屋町・高座町 西田 悦子
上清水町・下清水町 中西 辰雄
徳久町・北市町　 東方 由美
緑が丘１~３町内会 阿部 多惠子
緑が丘４町内会 谷内 靖子
緑が丘５・６町内会 中山 俊市
緑が丘 7・8町内会 北山 省治
緑が丘 9・10 町内会 石当 敏章
松が岡 南 盛二
和気町 折坂 茂
寺畠町・舘町・仏大寺町 本村 幸江
金剛寺町・坪野町 小路 雅広
鍋谷町 小中 進
和光台 橋向 賢一
主任児童委員 伊藤 洋子
主任児童委員 宮田 雅子
主任児童委員 前西 咲子

担当地区 氏名
寺井町1・2区               前田 恭秀
寺井町 3区甲・乙・十軒町      石本 健治
寺井町 4・5・6区           伊藤 政美
寺井町 7・8・11 区    吉田 則明
寺井町 9・10 区 大村 祐子
寺井町 12 区          太田 景子
小長野町                     中西 登茂枝
大長野町１～４班       大嶋 芳江
大長野町５~８班           山崎 久範
小杉町                       井川 昭信
末信町                      津田 康則
牛島町                       小坂 昌子
佐野町西部                  冨田 靜香
佐野町北部                  小坂 幸一郎
佐野町南部                 橋田 真砂子
泉台町西、中第2西      荒田 幸子
泉台町南、中第 1、中第 2東 生田 絹代
湯谷町 1~4 区               蔵 久美枝
湯谷町 5~8 区              松原 一美
石子町                       東 四郎
秋常町、末寺町                吉田 久江
新保町                       中 裕子
粟生町１～３区
５区（一部）・６区(一部 )  小西 佳美

粟生町４・７区
５区（一部）・６区（一部）   佐々木 浩然

三道山町 中西 紀三夫
吉光町                    岩田 三代子
東任田町                       小水 和子
緑町                      姫崎 実
主任児童委員 森 義久
主任児童委員 前田 澄代
主任児童委員 西村 泰子

根上地区 寺井地区 辰口地区

民生委員・児童委員が改選されました

12 月２日、任期満了に伴い改選された民生委員・児童委員 93人に委嘱状が伝達されました。
委員の任期は３年間です。また、同席上で退任された 59人の皆さんに感謝状が渡されました。

民生委員・児童委員の活動
①一人暮らしや寝たきりの高齢者、障がいのある人など、
支援の必要な人に関する相談
②多様化する福祉サービスに関する情報の提供
③ボランティアグループなどと連携しての地域福祉活動の
推進
④低所得世帯などの自立を支援するための相談
⑤子どもの健やかな育成の
ための地域活動の推進
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